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のパラテクストに関する一考察）である一考察）。主な研究対象は 主な研究対象は な研究対象は 研究対象は George Herbert のパラテクストに関する一考察） The Temple および John Milton のパラテクストに関する一考察）




　The Temple および Milton のパラテクストに関する一考察） Paradise Lost を主な研究対象は に関する一考察）取り上げるのは、り上げるのは、げる一考察）のパラテクストに関する一考察）は、17−18 世紀に関する一考察）か
けて分析したも人の著作を、パラテクストに注目して分析したも気が高く、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていが高く、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていく、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていくのパラテクストに関する一考察）版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていを重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていねたからと研究対象いう理由だけではない。それらは版を重ねていだけではな研究対象は い。主な研究対象は それらは版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていを重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていねて分析したもい
きな研究対象は がら、書物としての作りに注と研究対象して分析したもも変容していったからである。その過程において、とりわけ大きくして分析したもいったからである一考察）。主な研究対象は そのパラテクストに関する一考察）過程において、とりわけ大きくに関する一考察）おいて分析したも、と研究対象りわけ大きくきく
変化したのが、パラテクストであった。このしたのパラテクストに関する一考察）が、パラテクストに関する一考察）であった。主な研究対象は このパラテクストに関する一考察） 2 作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響をに関する一考察）は、挿絵やインデックスが付けられやインデックスが付けられインを、書物としての作りに注デックスが付けられけられ、
また注釈が付けられることさえあった。そのうえ、が付けられけられる一考察）こと研究対象さえあった。主な研究対象は そのパラテクストに関する一考察）うえ、Paradise Lost に関する一考察）関する一考察）して分析したもは、テクストに関する一考察）
そのパラテクストに関する一考察）ものパラテクストに関する一考察）を書き換えるものさえいた。このような本文の書き換えは少なかったとはいえ、える一考察）ものパラテクストに関する一考察）さえいた。主な研究対象は このパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 本文のパラテクストに関する一考察）書き換えるものさえいた。このような本文の書き換えは少なかったとはいえ、えは少なかったとはいえ、な研究対象は かったと研究対象はいえ、
多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていくのパラテクストに関する一考察）パラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）付けられ加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者に関する一考察）より、本文のパラテクストに関する一考察）特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者のパラテクストに関する一考察）箇所が強調されるなどし、実質的に読者が強調されるなどし、実質的に読者される一考察）な研究対象は どし、実質的と研究対象に関する一考察）読者に向けて提供されているかを考察した。
のパラテクストに関する一考察）理解に影響をは異なるものになったのである。な研究対象は る一考察）ものパラテクストに関する一考察）に関する一考察）な研究対象は ったのパラテクストに関する一考察）である一考察）。主な研究対象は 
　また、Herbert と研究対象 Milton に関する一考察）加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者え、当時人の著作を、パラテクストに注目して分析したも気が高く、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていのパラテクストに関する一考察）高く、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていかった Francis Quarles と研究対象 George 
Wither に関する一考察）ついて分析したもも、聖書に関する一考察）基づく作品を取り上げ、同様にパラテクストの点から考察しづく作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響をを取り上げるのは、り上げるのは、げ、同様にパラテクストの点から考察しに関する一考察）パラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）点から考察しから考察し
た。主な研究対象は 注目する一考察）のパラテクストに関する一考察）はパラテクストに関する一考察）ではある一考察）が、同時に関する一考察）、D. F. McKenzie のパラテクストに関する一考察）唱えるテクストえる一考察）テクストに関する一考察）
のパラテクストに関する一考察）伝達、また McKenzie のパラテクストに関する一考察）おそらく影響を下にあるに関する一考察）ある一考察） T. E. Birrell のパラテクストに関する一考察）唱えるテクストえる一考察）文学作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響をのパラテクストに関する一考察）プレゼ
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である一考察）。主な研究対象は Richard W. F. Kroll が述べているように、ルネサンス初期のプラトニックな作品べて分析したもいる一考察）ように関する一考察）、ルネサンを、書物としての作りに注ス初期のプラトニックな作品のパラテクストに関する一考察）プラトに関する一考察）ニックな研究対象は 作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響を
理解に影響をに関する一考察）対して分析したも、17 世紀イギリスでは、物としての作りに注質主な研究対象は 義的と研究対象な研究対象は 理解に影響をが支配的と研究対象に関する一考察）な研究対象は って分析したもきた。主な研究対象は かつて分析したもは、
商業的と研究対象な研究対象は 施設である印刷所や劇場などは芸術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがである一考察）印刷所が強調されるなどし、実質的に読者やインデックスが付けられ劇場などは芸術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがな研究対象は どは芸術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがを汚すものであると軽蔑する傾向があったがすものパラテクストに関する一考察）である一考察）と研究対象軽蔑する傾向があったがする一考察）傾向けて提供されているかを考察した。があったが、




本論は以下にあるのパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 構成に関する一考察）な研究対象は って分析したもいる一考察）。主な研究対象は 
Part I  Introduction 9
Chapter 1 From New Bibliography to Sociology of Text 10
Part II  George Herbert’s The Temple and its paratext  28 
Chapter 2  Titles of George Herbert’s Poems 29 
Chapter 3  “Chop’d and minc’d”: Philemon Stephens’ “table of places” 48 
Chapter 4  From Memory Theatre to Illustration 77 
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Part III King James Version as a Great Bibliographical Code 98 
Chapter 5  Paratextual and Material Changes to the King James Version 99
Chapter 6  Use of Paratext in the Biblical Works of Quarles and Wither 120 
Part IV Some Versions of Milton’s Paradise Lost 147 
Chapter 7  Patrick Hume’s Annotations to Milton’s Paradise Lost 148 
Chapter 8  Paradise Lost in Rhyme 176  
Chapter 9  Paradise Lost as a Popular Classic Work 191 
V Conclusion 205  
Chapter 10  Conclusion 206 
VI Appendix 208  
Chapter 11  Appendix I: items with “how”, “How”, “what”, “What” and “Rules” 209














者に向けて提供されているかを考察した。のパラテクストに関する一考察）意図が明示を究極の目的とするのパラテクストに関する一考察）目的と研究対象と研究対象する一考察）New Bibliography のパラテクストに関する一考察）限界について、に関する一考察）ついて分析したも、W. W. Greg のパラテクストに関する一考察）議論を
参照しつつ指摘した。続いて、しつつ指摘した。続いて、した。主な研究対象は 続いて、いて分析したも、New Bibliography に関する一考察）対する一考察）批判として台頭してきた、新と研究対象して分析したも台頭してきた、新して分析したもきた、新
しい書誌学のパラテクストに関する一考察）潮流を代表するを代表するする一考察） Jerome J. McGann、D. F. McKenzie、Peter L. 
Shillingsburg らのパラテクストに関する一考察）議論を検証した。これらの作品の複数のバージョンを、書物としての作りに注した。主な研究対象は McGann らのパラテクストに関する一考察）試みは確かに新しいが、実際の文学作みは確かに新しいが、実際の文学作かに関する一考察）新しいが、実際の文学作のパラテクストに関する一考察）文学作を、パラテクストに注目して分析したも




McGann らのパラテクストに関する一考察）、新しい書誌学のパラテクストに関する一考察）用いられているかを検証し、その本がどのよう語とは、整理が行き届いていないため、混乱を招きかねなき届いていないため、混乱を招きかねないて分析したもいな研究対象は いため、混乱を招きかねなを招きかねなきかねな研究対象は 
い。主な研究対象は 
　したがって分析したも、このパラテクストに関する一考察）論文では、Gérard Genette に関する一考察）よる一考察） Paratexts: Thresholds of 





Part IIは、George Herbert のパラテクストに関する一考察）パラテクストに関する一考察）を、タイトに関する一考察）ルに関する一考察）ついて分析したも（第２章）、インを、書物としての作りに注デッ
クスに関する一考察）ついて分析したも（第３章）、挿絵やインデックスが付けられに関する一考察）ついて分析したも（第４章）、各章で分析したもした。主な研究対象は 
第２章
　このパラテクストに関する一考察）章は、Herbert のパラテクストに関する一考察） The Temple に関する一考察）収録された詩のタイトルを分析し、この詩の同時された詩のパラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）タイトに関する一考察）ルを分析したもし、このパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）同時
代のパラテクストに関する一考察）読者に向けて提供されているかを考察した。に関する一考察）と研究対象り、タイトに関する一考察）ルがどのパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 意味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作を持ったかを考察した。ったかを考察した。主な研究対象は Anne Ferry と研究対象
Mathias Bauer が、すでに関する一考察） Herbert のパラテクストに関する一考察）タイトに関する一考察）ルに関する一考察）着目し、分析したもを行き届いていないため、混乱を招きかねない、同時代のパラテクストに関する一考察）コモンを、書物としての作りに注プ
レイスブックに関する一考察）用いられているかを検証し、その本がどのよういられた見て正しい理解の方向へ読者を誘導出し語とと研究対象のパラテクストに関する一考察）親近性を指摘している。例えばを指摘した。続いて、して分析したもいる一考察）。主な研究対象は 例として、パラテクストの重要な構成要素であるタイポグラフィの研究方法につえば Ferry は、The 
Temple収録された詩のタイトルを分析し、この詩の同時のパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）タイトに関する一考察）ルと研究対象、Bel-vedere Or The Garden of the Mvses のパラテクストに関する一考察）見て正しい理解の方向へ読者を誘導出し語とを
比較し、し、26のパラテクストに関する一考察）同一のパラテクストに関する一考察）語とを見て正しい理解の方向へ読者を誘導出して分析したもいる一考察）。主な研究対象は しかし、両者に向けて提供されているかを考察した。と研究対象もそれ以上げるのは、に関する一考察） The Temple のパラテクストに関する一考察）タ
イトに関する一考察）ルと研究対象コモンを、書物としての作りに注プレイスブックのパラテクストに関する一考察）見て正しい理解の方向へ読者を誘導出し語とのパラテクストに関する一考察）間に深い関係を見ていない。また、に関する一考察）深い関係を見ていない。また、い関する一考察）係を見ていない。また、を見て正しい理解の方向へ読者を誘導て分析したもいな研究対象は い。主な研究対象は また、Ferry が
指摘した。続いて、した以上げるのは、に関する一考察）、The Temple と研究対象コモンを、書物としての作りに注プレイスのパラテクストに関する一考察）間に深い関係を見ていない。また、に関する一考察）は類しつつ述べた。似点から考察しがある一考察）のパラテクストに関する一考察）ではな研究対象は いか、と研究対象
のパラテクストに関する一考察）疑問が残る。が残る。る一考察）。主な研究対象は 
　本論では、上げるのは、記のようなこれまでの研究から取りこぼされてきた点を補うため、さらにのパラテクストに関する一考察）ような研究対象は これまでのパラテクストに関する一考察）研究から取り上げるのは、りこぼされて分析したもきた点から考察しを補うため、さらにうため、さらに関する一考察）








者に向けて提供されているかを考察した。に関する一考察） Herbert のパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）が広くく受容していったからである。その過程において、とりわけ大きくされる一考察）一因となったのではないかと、結論づけた。と研究対象な研究対象は ったのパラテクストに関する一考察）ではな研究対象は いかと研究対象、結論づけた。主な研究対象は 
第3章
　本章は、ロンを、書物としての作りに注ドンを、書物としての作りに注のパラテクストに関する一考察）出版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい業者に向けて提供されているかを考察した。である一考察） Philemon Stephens に関する一考察）よって分析したも The Temple のパラテクストに関する一考察）第 7
版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていから付けられ加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者された the table of places に関する一考察）ついて分析したも考察した。主な研究対象は それまでのパラテクストに関する一考察）ケンを、書物としての作りに注ブリッジから、
1656年にロンドンに出版地を変えて、に関する一考察）ロンを、書物としての作りに注ドンを、書物としての作りに注に関する一考察）出版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい地を変えて、を変えて分析したも、The Temple は、35ページに関する一考察）わたる一考察）詳細な索引がな研究対象は 索引がが
付けられくように関する一考察）な研究対象は る一考察）。主な研究対象は のパラテクストに関する一考察）ちに関する一考察） The Temple に関する一考察）は、Christopher Harvey のパラテクストに関する一考察） The Synagogue, or,  
The Shadow of The Temple, Sacred Poems and Private Ejaculations. In imitation of 
Mr. George Herbert.および Izaak Walton のパラテクストに関する一考察） Life of George Herbert が付けられ加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者される一考察）こと研究対象に関する一考察）
な研究対象は り、こちらのパラテクストに関する一考察）ほうがこれまでのパラテクストに関する一考察）研究では多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていく取り上げるのは、り上げるのは、げられて分析したもきた。主な研究対象は しかし、それに関する一考察）劣らら
ず作、このパラテクストに関する一考察） Philemon Stephens に関する一考察）より付けられ加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者された the table of places は重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい要である一考察）。主な研究対象は そこ









Heinrich Plett は、Herbert のパラテクストに関する一考察）このパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 詩のパラテクストに関する一考察）が、記のようなこれまでの研究から取りこぼされてきた点を補うため、さらに憶術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがと研究対象密接な研究対象は 関する一考察）係を見ていない。また、に関する一考察）ある一考察）と研究対象指摘した。続いて、して分析したもい
る一考察）。主な研究対象は これは Louis Martz のパラテクストに関する一考察）指摘した。続いて、する一考察）イグナチウス ロヨラに関する一考察）由だけではない。それらは版を重ねてい来からの書誌学の術語とする一考察）瞑想との親近性よりと研究対象のパラテクストに関する一考察）親近性を指摘している。例えばより
も説得力に読者の理解を方向付ける。したがって、特定のバーがある一考察）。主な研究対象は な研究対象は ぜな研究対象は ら、Herbert のパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）は、ロヨラのパラテクストに関する一考察）瞑想との親近性よりのパラテクストに関する一考察）要求する一考察）ような研究対象は 詳細な索引がな研究対象は 一貫
性を指摘している。例えばのパラテクストに関する一考察）ある一考察）場などは芸術を汚すものであると軽蔑する傾向があったが所が強調されるなどし、実質的に読者のパラテクストに関する一考察）描写ではなく、むしろ簡潔で、また鮮明なイメジャリを伴うからである。ではな研究対象は く、むしろ簡潔で、また鮮明なイメジャリを伴うからである。簡潔で、また鮮明なイメジャリを伴うからである。で、また鮮明な研究対象は イメジャリを伴うからである。うからである一考察）。主な研究対象は 
このパラテクストに関する一考察）後者に向けて提供されているかを考察した。のパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 特性を指摘している。例えばを記のようなこれまでの研究から取りこぼされてきた点を補うため、さらに憶術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがでは用いられているかを検証し、その本がどのよういる一考察）のパラテクストに関する一考察）だ。主な研究対象は しかし、Plett は言語と的と研究対象な研究対象は 特性を指摘している。例えばに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）み注
目し、それ以外の側面——たとえばイメージなど——を考察していない。ところがまさにのパラテクストに関する一考察）側面——たと研究対象えばイメージな研究対象は ど——を考察して分析したもいな研究対象は い。主な研究対象は と研究対象ころ簡潔で、また鮮明なイメジャリを伴うからである。がまさに関する一考察）
このパラテクストに関する一考察）時期のプラトニックな作品、印刷術を汚すものであると軽蔑する傾向があったがのパラテクストに関する一考察）発展に伴い、記憶術的な詩が変容を迫られていた。この章は、まずに関する一考察）伴うからである。い、記のようなこれまでの研究から取りこぼされてきた点を補うため、さらに憶術を汚すものであると軽蔑する傾向があったが的と研究対象な研究対象は 詩のパラテクストに関する一考察）が変容していったからである。その過程において、とりわけ大きくを迫られていた。この章は、まずられて分析したもいた。主な研究対象は このパラテクストに関する一考察）章は、まず作














出版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていされたものパラテクストに関する一考察）も多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていかった。主な研究対象は 重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい要な研究対象は のパラテクストに関する一考察）は、欽定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者訳聖書が、Herbert やインデックスが付けられ Milton をはじめと研究対象
する一考察）宗教詩のパラテクストに関する一考察）人の著作を、パラテクストに注目して分析したものパラテクストに関する一考察）本のパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したもりに関する一考察）も影響をを与えたかを中心に検証した。これらの作品の複数のバージョンを、書物としての作りに注えて分析したもいる一考察）こと研究対象である一考察）。主な研究対象は つまり、欽定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者訳聖書は、パラ
テクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）パラダイムを提供しているのである。このことを考察するために、本章は、欽を提供されているかを考察した。して分析したもいる一考察）のパラテクストに関する一考察）である一考察）。主な研究対象は このパラテクストに関する一考察）こと研究対象を考察する一考察）ために関する一考察）、本章は、欽





討した。そして、する一考察）ために関する一考察）、二つの詩は著しく変化し、最人の著作を、パラテクストに注目して分析したものパラテクストに関する一考察）宗教詩のパラテクストに関する一考察）人の著作を、パラテクストに注目して分析したも、George Wither と研究対象 Francis Quarles のパラテクストに関する一考察）著作を、パラテクストに注目して分析したもを詳しく分析したも
した。主な研究対象は 特に関する一考察）注目したのパラテクストに関する一考察）が聖書のパラテクストに関する一考察）文言のパラテクストに関する一考察）パラフレーズが、各バージョンにおける作成者である一考察）。主な研究対象は 聖書のパラテクストに関する一考察）パラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）中でも











Part IVは、John Milton のパラテクストに関する一考察） Paradise Lost に関する一考察）ついて分析したも、そのパラテクストに関する一考察）注釈が付けられることさえあった。そのうえ、（第７章）、押韻改作を、パラテクストに注目して分析したも（第
８章）、１２折本版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい（９章）に関する一考察）ついて分析したも各章で論じた。主な研究対象は 
第 7章
　本章は、Paradise Lost に関する一考察）付けられされた Patcik Hume のパラテクストに関する一考察） Annotations を主な研究対象は 題として取り上げと研究対象して分析したも取り上げるのは、り上げるのは、げ
る一考察）。主な研究対象は Hume は、Paradise Lost をあたかも聖書および古典のパラテクストに関する一考察）ように関する一考察）扱い、膨大な注釈をつい、膨大きくな研究対象は 注釈が付けられることさえあった。そのうえ、をつ
けて分析したもいる一考察）が、そのパラテクストに関する一考察）注釈が付けられることさえあった。そのうえ、から見て正しい理解の方向へ読者を誘導えて分析したもくる一考察）ものパラテクストに関する一考察）が何であるかを考察した。比較のためにである一考察）かを考察した。主な研究対象は 比較し、のパラテクストに関する一考察）ために関する一考察）、
Abraham Cowley のパラテクストに関する一考察） notes on his own work Davideis および John Dryden’s notes on 
Virgil’s works をと研究対象りあげた。主な研究対象は 例として、パラテクストの重要な構成要素であるタイポグラフィの研究方法につえばCowley に関する一考察）と研究対象って分析したも、聖書のパラテクストに関する一考察）語と句と、は、時に関する一考察）改変可能なな研究対象は 
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言葉を用いるなら、でさえあったが、Hume に関する一考察）と研究対象って分析したもは、重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい要な研究対象は のパラテクストに関する一考察）は Milton のパラテクストに関する一考察）言葉を用いるなら、ではな研究対象は く、聖書およ
び古典のパラテクストに関する一考察）コモンを、書物としての作りに注プレイスである一考察）こと研究対象を明らかに関する一考察）した。主な研究対象は また、Hume は、新古典主な研究対象は 義流を代表するのパラテクストに関する一考察）優
劣ら比較し、のパラテクストに関する一考察）論理に関する一考察）基づく作品を取り上げ、同様にパラテクストの点から考察しづいて分析したも Milton のパラテクストに関する一考察）語と句と、を論じる一考察）こと研究対象で、Milton が本来からの書誌学の術語と持ったかを考察した。って分析したもいた急進的と研究対象
な研究対象は 側面を抑圧されていったかを示した。した。主な研究対象は それに関する一考察）より、新古典主な研究対象は 義のパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）人の著作を、パラテクストに注目して分析したも Milton を作を、パラテクストに注目して分析したもり上げるのは、げる一考察）こと研究対象に関する一考察）貢献してして分析したも
いる一考察）こと研究対象を指摘した。続いて、した。主な研究対象は 
第 8章
　本章は、John Hopkins のパラテクストに関する一考察） Milton’s Paradise Lost Imitated in Rhyme (1699)を取り上げるのは、り上げるのは、
げた。主な研究対象は A Milton Encyclopedia に関する一考察）わず作かに関する一考察）取り上げるのは、り上げるのは、げられて分析したもはいる一考察）ものパラテクストに関する一考察）のパラテクストに関する一考察）、John Hopkins
のパラテクストに関する一考察）このパラテクストに関する一考察）著作を、パラテクストに注目して分析したもは、ほと研究対象んど研究者に向けて提供されているかを考察した。から顧みられることがない。みられる一考察）こと研究対象がな研究対象は い。主な研究対象は Paradise Lost のパラテクストに関する一考察） Book IV, 
VI, and IXだけを短く寄せ集めた不完全な押韻改作とみなされてきたからである。しかしく寄せ集めた不完全な押韻改作とみなされてきたからである。しかしせ集とコモンプレイス文化というものの親近性を指摘し、そのことが当時の読めた不完全な研究対象は 押韻改作を、パラテクストに注目して分析したもと研究対象みな研究対象は されて分析したもきたからである一考察）。主な研究対象は しかし、
Milton’s Paradise Lost Imitated in Rhyme を詳しく検討した。そして、して分析したもみる一考察）と研究対象、このパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響をは、興味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作
深い関係を見ていない。また、い性を指摘している。例えば質を持ったかを考察した。って分析したもいる一考察）こと研究対象がわかる一考察）。主な研究対象は まず作、な研究対象は ぜ Paradise Lost のパラテクストに関する一考察） Book IV, VI, and IX、
３巻だけが取り上げられたのか、詳しく分析する必要がある。また、だけが取り上げるのは、り上げるのは、げられたのパラテクストに関する一考察）か、詳しく分析したもする一考察）必要がある一考察）。主な研究対象は また、Milton のパラテクストに関する一考察） Paradise 
Lost に関する一考察） “Adam and Eve” と研究対象書かれて分析したもいる一考察）と研究対象ころ簡潔で、また鮮明なイメジャリを伴うからである。が、Hopkins のパラテクストに関する一考察）方では “Eve and Adam” 
と研究対象逆になっている。そのうえに関する一考察）な研究対象は って分析したもいる一考察）。主な研究対象は そのパラテクストに関する一考察）うえ Hopkins のパラテクストに関する一考察）方に関する一考察）は、他ののパラテクストに関する一考察） Hopkins 自身がいうように「意味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作が創作を、パラテクストに注目して分析したもした詩のパラテクストに関する一考察） 
“Bellona and Astraea” が収録された詩のタイトルを分析し、この詩の同時されて分析したもおり、実はこのパラテクストに関する一考察）詩のパラテクストに関する一考察）が Paradise Lost押韻改作を、パラテクストに注目して分析したもを理解に影響を
する一考察）上げるのは、でのパラテクストに関する一考察）鍵となっているのである。このような点を詳細に分析することで、実際はと研究対象な研究対象は って分析したもいる一考察）のパラテクストに関する一考察）である一考察）。主な研究対象は このパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 点から考察しを詳細な索引がに関する一考察）分析したもする一考察）こと研究対象で、実際の文学作は、
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Hume は、王政復古を果たしたオラニエ・ナッソウ家をはじめ、印刷者もパラテクストの使用に関して非常に関心が高かったからを賞賛する詩としてする一考察）詩のパラテクストに関する一考察）と研究対象して分析したも Milton のパラテクストに関する一考察）
Paradise Lost を領有したことを指摘した。したこと研究対象を指摘した。続いて、した。主な研究対象は 
第9章
　本章は、Paradise Lost のパラテクストに関する一考察）第9版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていを取り上げるのは、り上げるのは、げる一考察）。主な研究対象は 12折本のパラテクストに関する一考察）ポケットに関する一考察）版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていと研究対象して分析したも出版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていされた
第9版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていは、本と研究対象して分析したも興味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作深い関係を見ていない。また、い。主な研究対象は まず作、第6版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていに関する一考察）付けられけられたインを、書物としての作りに注デックスに関する一考察）若干の改良を加のパラテクストに関する一考察）改良を加を加により、本文の特定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者
えたものパラテクストに関する一考察）が付けられけられ、さらに関する一考察）、オランを、書物としての作りに注ダから輸入りの詩集となったのだ。した最新のパラテクストに関する一考察）活字のサイズが、各バージョンにおける作成者が用いられているかを検証し、その本がどのよういられて分析したもいる一考察）。主な研究対象は 
Jacob Tonson は、このパラテクストに関する一考察）本を、当時非常に関心が高かったからな研究対象は 人の著作を、パラテクストに注目して分析したも気が高く、多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていを誇ったエルゼビアのポケット版古典をモったエルゼビアのパラテクストに関する一考察）ポケットに関する一考察）版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねてい古典をモ
デルに関する一考察）出版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていしたのパラテクストに関する一考察）であった。主な研究対象は 書物としての作りに注文化したのが、パラテクストであった。このと研究対象して分析したもみた場などは芸術を汚すものであると軽蔑する傾向があったが合に、このように興味深い版であるにに関する一考察）、このパラテクストに関する一考察）ように関する一考察）興味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作深い関係を見ていない。また、い版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていである一考察）に関する一考察）
も関する一考察）わらず作、これまであまり研究のパラテクストに関する一考察）対象と研究対象はな研究対象は らず作、主な研究対象は な研究対象は 研究者に向けて提供されているかを考察した。は Elizabeth Bobo のパラテクストに関する一考察）みで
あった。主な研究対象は そのパラテクストに関する一考察）ため、このパラテクストに関する一考察）章ではこのパラテクストに関する一考察）第9版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていを取り上げるのは、り上げるのは、げ、このパラテクストに関する一考察）本のパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したもりに関する一考察）ついて分析したも、Jost 
Hochuli のパラテクストに関する一考察）いう detail typography を参照しつつ指摘した。続いて、し、詳細な索引がに関する一考察）吟味を媒介するものとしてのタイポグラフィの作した。主な研究対象は はじめに関する一考察）エルゼビアのパラテクストに関する一考察）ポ
ケットに関する一考察）版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていと研究対象このパラテクストに関する一考察）第9版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていのパラテクストに関する一考察）類しつつ述べた。似点から考察しを分析したもし、ついで、第6版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていから第9版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていへ読者を誘導のパラテクストに関する一考察）インを、書物としての作りに注デックスのパラテクストに関する一考察）






George Herbert と研究対象 John Milton、また Francis Quarles やインデックスが付けられ George Wither のパラテクストに関する一考察）著作を、パラテクストに注目して分析したもは、主な研究対象は 
題として取り上げが宗教的と研究対象である一考察）ばかりではな研究対象は く、書物としての作りに注のパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したもり、と研究対象りわけパラテクストに関する一考察）が宗教的と研究対象である一考察）。主な研究対象は 
そのパラテクストに関する一考察）際の文学作に関する一考察）用いられているかを検証し、その本がどのよういられたパラテクストに関する一考察）は、当時のパラテクストに関する一考察）コモンを、書物としての作りに注プレイス文化したのが、パラテクストであった。このやインデックスが付けられ古典、特に関する一考察）欽定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者訳聖書
に関する一考察）由だけではない。それらは版を重ねてい来からの書誌学の術語とする一考察）ものパラテクストに関する一考察）が多くの版を重ねたからという理由だけではない。それらは版を重ねていかった。主な研究対象は と研究対象くに関する一考察）欽定の箇所が強調されるなどし、実質的に読者訳聖書は、いわば great bibliographical code と研究対象
して分析したも、内容していったからである。その過程において、とりわけ大きくのパラテクストに関する一考察）みな研究対象は らず作パラテクストに関する一考察）に関する一考察）関する一考察）して分析したも、また書物としての作りに注と研究対象して分析したものパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したもりに関する一考察）関する一考察）して分析したもも、宗教詩のパラテクストに関する一考察）
人の著作を、パラテクストに注目して分析したものパラテクストに関する一考察）著作を、パラテクストに注目して分析したもに関する一考察）大きくきな研究対象は 影響をを与えたかを中心に検証した。これらの作品の複数のバージョンを、書物としての作りに注えたのパラテクストに関する一考察）である一考察）。主な研究対象は これは、このパラテクストに関する一考察）ような研究対象は 詩のパラテクストに関する一考察）人の著作を、パラテクストに注目して分析したものパラテクストに関する一考察）作を、パラテクストに注目して分析したも品に対する理解に影響をを理解に影響をする一考察）上げるのは、で
忘れてはならないことである。書誌学的な考察は文学テクストを理解する上で抹消的なもれて分析したもはな研究対象は らな研究対象は いこと研究対象である一考察）。主な研究対象は 書誌学的と研究対象な研究対象は 考察は文学テクストに関する一考察）を理解に影響をする一考察）上げるのは、で抹消的と研究対象な研究対象は も
のパラテクストに関する一考察）ではな研究対象は く、そのパラテクストに関する一考察）一部を直接指し示す詩を取り上げたを確かに新しいが、実際の文学作かに関する一考察）形作を、パラテクストに注目して分析したもる一考察）ものパラテクストに関する一考察）な研究対象は のパラテクストに関する一考察）だ。主な研究対象は 
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